
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈自分の考えを発表する場面〉 

Ｔ：発表できる人から発表しましょう。 

Ｃ：まず、Ｌ字型をここで横に切り２つの直方

体に分けます。次に、こっちの体積を求め

て、その後もう一つの体積を求めます。最

後に２つを足します。 

Ｃ：まず、Ｌ字型をたてに切り２つに分けま

す。この直方体を求めると 2×4×3 で 24

㎤。次にこの直方体を求めたら 2×2×10

で 40 ㎤。２つを足したら 64 ㎤です。 

Ｔ：次は、少し変わった方法です。 

Ｃ：ここの空いている部分に、直方体をプラス

して大きな直方体にします。大きな直方体

の体積を求めたら、全体からプラスした直

方体の体積を引きます。そしたら 64 ㎤に

なります。 

Ｃ：Ｌ字のくぼんだ部分があると考えて、直方

体の体積を求める公式は縦×横×高さなの

で 2×6×10。あると考えた部分の体積は 2

×4×7。欠けた部分を全部から引くと 64

㎤。 

Ｃ：面積の時と同じように考えて、2×6×10 を

して、ここの体積を求めます。次に、ここ

の直方体を求めます。次に全体の体積から

欠けているところの体積を引いて 64 ㎤に

なりました。 

Ｔ：今の発表の中に、昔の学習のことが含まれ

ていましたが、分かりましたか？ 

Ｃ：面積！ 

Ｔ：そうですね。この方法で思いついて解けま

したか？ 

Ｃ：解けた！ 

Ｔ：素晴らしい！ 

Ｔ：では、次に仲間分けをします。発表者の考

えをすると、どのように分けることができ

ますか？ 

 

 本時では、Ｌ字型の立体を自分の知ってい

る立体に分けたり補ったりして体積を求める

ことが大切である。その考えを相手に分かる

ように筋道を立てて説明させることにより、

思考力、表現力を伸ばす。 

「活用」の力を把握する具体的な類型とし

て、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が考えられる。④の状態の児童には、実物を

用いて実際に切ったり補ったりして十分な手

立てが必要である。①或いは②の状態になる

よう、授業後半の児童の発表や形成的な評価

問題の場面を充実させる。さらに、振り返り

では、自らの学びを深めるとともに、既習事

項を活用できる問題設定や既習事項を使って

筋道を立てて説明する力を育てる。 

「活用」の力を育てる評価の視点 

①立体を分割したり補ったりして、筋道
を立てて説明することができる。 

②立体を分割したり補ったりして体積を
求め、説明することができる。 

③複合立体の体積を求めることはできな
かったが、説明を聞き理解することが
できる。 

④複合立体の体積が求められず、説明を
聞いても理解することができない。 

本時の流れへ 評価問題 
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